
◇木造軸組工法に

よる耐火建築物設

計マニュアル講習会

（2時間耐火構造）

（WEB） 

◇木造軸組工法に

よる高耐力耐力壁

（木住協仕様）マ

ニュアル講習（WEB） 

◇ 令和3年度「構造設計

一級建築士定期講習」 

◇  新設住宅着工 

統計（令和3年3月分）   

◇  福岡県ゆとりある住

まいづくり協議会新規会

員募集  

◆ 防火設備検査員講習【学科講習】 受講案内 

 

 
●受付期間  2021年4月13日（火）12:00 ～ 6月11日（金） 

 

●受講料  ￥33,000円（税込） 

 

開催日： 2021年10月1日（金）～15日（金）WEB受講のみ  

 

修了考査10月22日（金）は会場         募集定員：  100名 

 

【WEB受講について】 

１．WEB受講の場合も修了考査は会場にてご受講いただきます。 

２．受講期間中は24時間何回でも受講可能です。 

３．WEB受講は、受講期間中に全講義の視聴完了が修了考査受講の要件となります。 

４．講義の視聴は修了考査日まで視聴可能です。（視聴期間内に全講義を視聴完了必須） 

 

※実技講習について 

1.受講資格・・・学科講習の全科目（受講免除をした場合は、その科目を除く全科目）を受講し、修了

考査に合格した方 

2.開催期日・開催地・・・令和4年1月下旬～2月下旬、東京、大阪、福岡で開催予定です。（令和3年

度は、名古屋で開催いたしません。ご迷惑をお掛けしますがよろしくお願いいたします。） 

3.講習時間・・・実技講習の講習時間は3時間です。 

4.受講料・・・実技講習受講料 27,500円（税込） 実技講習の受講料は、実技講習申込時に申し受け

ます。 

5.受講申込手続・・・学科講習の全科目を受講し、修了考査に合格した方には、合格通知と実技講習

の案内を同時に送付いたしますので、この案内に従って手続きをしてください（10月下旬送付予定）。 

6.講習修了証明書の送付・・・実技講習を受講された方には、講習修了証明書を送付します。 

 

 

申込・問い合わせ先：  URL  http://www.kenchiku-bosai.or.jp/workshop/bouka/gakka-r3/ 

 

                一般財団法人 日本建築防災協会 

          〒105-0001 東京都港区虎ノ門2-3-20 虎ノ門YHKビル3F 

◇モデル建物法による

コージェネレーション設備

の評価方法講習会（非住

宅編） 

◆防火設備検査員

講習【学科講習】 

受講案内 

◇住まいのトレンド

Webセミナー 

◇令和３年度ふくおか県

産材家づくり推進助成事

業 

◇令和３年度「福岡県既

存住宅流通・多世代居住

リノベーション推進事業」 

http://www.kenchiku-bosai.or.jp/workshop/bouka/gakka-r3/


◇木造軸組工法に

よる耐火建築物設

計マニュアル講習会

（2時間耐火構造）

（WEB） 

◇木造軸組工法に

よる高耐力耐力壁

（木住協仕様）マ

ニュアル講習（WEB） 

◇ 令和3年度「構造設計

一級建築士定期講習」 

◇  新設住宅着工 

統計（令和3年3月分）   

◇  福岡県ゆとりある住

まいづくり協議会新規会

員募集  

◆ 住まいのトレンドWebセミナー 

 

 
 資材・流通委員会では、住宅政策・制度や住まいに関する新たな動向などの幅広いテーマについ

て、行政や各種協会、企業の方を講師に迎え、年7回程度 時節にマッチした「住まいのトレンドWeb

セミナー」を無料で開催しています。 

 令和3年度6月は、林野庁 林支部 木材利用課 木造公共建築物促進班 課長補佐 櫻井 知 様を

講師に迎え「林野庁の木造建築物施策」についてご講演いただきます。「お申込み関する特記事項」

をご確認のうえ是非ご参加ください。 

 

 

開催日：  2021年6月7日（月） 15：00～17：00 ※申込締切5月28日  

 

定員：   50 名  

 

テーマ・講師：  「林野庁の木造建築物の施策」について 

            林野庁 林政部 木材利用課 木造公共建築物促進班 課長補佐 櫻井 知 様 

 

種別 受講料（税込） 

会員 0円 

一般 0円 

 

受講資格：  特になし 

 

 

申込・詳細：  URL  https://www.mjkkoushuu.jp/seminar/detail/242 

 

お問い合わせ先 

講習会の内容に関して    （一社） 日本木造住宅産業協会 資材・流通部 青柳、赤坂迄 

TEL： ０３－５１１４－３０１4  ＦＡＸ： ０３－５１１４－３０２０ 

お申し込み手続きに関して  （一社） 日本木造住宅産業協会 研修部 迄 

TEL： ０３－５１１４－３０１６  ＦＡＸ： ０３－５１１４－３０２０ 

◇モデル建物法による

コージェネレーション設備

の評価方法講習会（非住

宅編） 

◆住まいのトレンド

Webセミナー 

◇防火設備検査員講習

【学科講習】 受講案内 

◇令和３年度ふくおか県

産材家づくり推進助成事

業 

◇令和３年度「福岡県既

存住宅流通・多世代居住

リノベーション推進事業」 

https://www.mjkkoushuu.jp/seminar/detail/242


◇木造軸組工法に

よる耐火建築物設

計マニュアル講習会

（2時間耐火構造）

（WEB） 

◇木造軸組工法に

よる高耐力耐力壁

（木住協仕様）マ

ニュアル講習（WEB） 

◇ 令和3年度「構造設計

一級建築士定期講習」 

◇  新設住宅着工 

統計（令和3年3月分）   

◇  福岡県ゆとりある住

まいづくり協議会新規会

員募集  

◆ モデル建物法によるコージェネレーション設備の評価方法講習会（非住宅

編） 

 
 令和元年5 ⽉27 ⽇に公布された建築物省エネ法は、令和3 年4 ⽉から完全施⾏されています。 

同改正法の施⾏に伴い、建築物のエネルギー消費性能を計算するWEBPRO も同⽉よりVer3.0 に 

アップデートされ、新たに「コージェネレーション設備」の評価を直接⾏う事が出来るようになりまし

た。同設備の評価は、従来のような外部プログラムの利⽤ではなく、新たに開発されたオリジナルな

計算ロジックを⽤いることで、WEBPRO の新しいバージョン（Ver.3）から適⽤されています。 

本講習会では、モデル建物法⼊⼒⽀援ツールプログラムVer.3 によるコージェネレーション設備の評

価⽅法等について、評価⼿順や計算ロジック、導⼊事例などを交えて、設計実務者やガス事業者、

省エネ適合性審査業務に携わる⽅などを対象に、コージェネレーション設備評価の概要を解説する

講習会です。 

 

〔対象者〕  「モデル建物法⼊⼒⽀援ツール」をご活⽤いただいている⽅、設備設計実務者の他、

コージェネ設備事業者、省エネ適合性判定審査業務に携わる⽅等 

 

日時：  2021 年6 月4 日(金) 13：30～15：00  ※申込締切 5月31日（月） 

 

方式：  Zoom ウェビナーを使用したオンライン講習会         定員：   90 名 

受講料：  5,000 円／人(資料・税込） 

 

●内容● 

１）評価手順の解説とデモンストレーション 

  国立研究開発法人建築研究所 環境研究グループ 上野 貴広 氏 

２）計算ロジックの解説 

  九州大学大学院 人間環境学研究院 都市・建築学部門 准教授  住吉 大輔 氏 

３）コージェネレーション設備の導入事例の紹介 

  一般社団法人日本ガス協会 天然ガス普及ユニット エネルギーシステム企画部 兼  

  天然ガス普及促進センター  副部長  鶴崎 将弘 氏 

４）質疑 

 

申込・問い合わせ先：  URL  https://www.ibec.or.jp/seminar/files/2021_kenchiku-seminar1.pdf 

 

          （⼀財）建築環境・省エネルギー機構（IBEC）建築省エネルギー部 

          電話： 03-3222-6693（平⽇10:00〜17:00）  FAX︓ 03-3222-6100 

◇ 住まいのトレンド

Webセミナー  

◆モデル建物法による

コージェネレーション設

備の評価方法講習会

（非住宅編） 

◇防火設備検査員講習

【学科講習】 受講案内 

◇令和３年度ふくおか県

産材家づくり推進助成事

業 

◇令和３年度「福岡県既

存住宅流通・多世代居住

リノベーション推進事業」 

https://www.ibec.or.jp/seminar/files/2021_kenchiku-seminar1.pdf


◆ 木造軸組工法による耐火建築物設計マニュアル講習会（2時間耐火構造）

（WEB） 

 

 

プログラム 

【 第１部 】 ・WEB講習（ｅ-ラーニング）の進め方 

        ・マニュアル解説（2時間耐火構造について その１） 

  

【 第２部 】 ・マニュアル解説（2時間耐火構造について その２） 

        ・木住協取得耐火大臣認定の運用について 

  

【 考 査 】 ・考査    設問２０問  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受講資格 

既に、1時間耐火講習会を受講されて、修了証（オレンジ色のカード）をお持ちの方 

 ※修了証の再発行に関しては、技術開発部までお問い合わせください。 

 ※実際に2時間耐火建築物（木住協仕様）を設計・施工する場合は、下記に該当する方の受講が必

須となります。 

 ・建築確認申請書に記載される設計者の方 

 ・建築確認申請書に記載される工事監理者の方 

 ・建築確認申請書に記載される工事施工者の方（その会社に勤務している工事自主検査実施者の

方） 

 

開催日：  2021年06月20日～2021年06月30日 WEB     ※申込締切 2021年06月05日  

 

定員：   80 名 

 

 

申込・問い合わせ先：  URL  https://www.mjkkoushuu.jp/seminar/detail/234 

 

講習会の内容に関して 

（一社）日本木造住宅産業協会 技術開発部 

TEL： ０３－５１１４－３０１２  FAX： ０３－５１１４－３０２０ 

  

お申し込み手続きに関して 

（一社）日本木造住宅産業協会 研修部 

TEL： ０３－５１１４－３０１６  FAX： ０３－５１１４－３０２０ 

◆木造軸組工法による

耐火建築物設計マニュ

アル講習会（2時間耐火

構造）（WEB） 

◇木造軸組工法によ

る高耐力耐力壁（木住

協仕様）マニュアル講

習（WEB） 

◇ 令和3年度「構造設計

一級建築士定期講習」 

◇  新設住宅着工統計

（令和3年3月分）   

◇  福岡県ゆとりある住

まいづくり協議会新規会

員募集 

◇モデル建物法による

コージェネレーション設備

の評価方法講習会（非住

宅編） 

◇住まいのトレンドWeb

セミナー 

◇防火設備検査員講習

【学科講習】 受講案内 

◇令和３年度ふくおか県

産材家づくり推進助成事

業 

種別 受講料（税込） 

会員（マニュアル代込） 5,500円 

非会員（マニュアル代込） 11,000円 

◇令和３年度「福岡県既

存住宅流通・多世代居住

リノベーション推進事業」 

https://www.mjkkoushuu.jp/seminar/detail/234


◆ 木造軸組工法による高耐力耐力壁（木住協仕様）マニュアル講習（WEB）     
 

 

プログラム 

【 第１部 】 ・WEB講習（ｅ-ラーニング）の進め方 

        ・中大規模木造建築物の推進と社会的背景 

                    ・マニュアル解説 目次内容確認   

                             第１章（木造住宅・建築物の分類と構造安全性の確認方法） 

  

【 第２部 】 ・マニュアル解説 第２章（木住協仕様耐力壁） 

  

【 第３部 】 ・マニュアル解説 第２章（木住協仕様耐力壁）  

  

【 第４部 】 ・マニュアル解説 第３章（木住協仕様耐力壁を用いた試設計） 

                             第４章（木住協仕様耐力壁の運用） 

  

【 考 査 】 ・修了考査    設問２０問 

 

 

 

 

 

 

 

 

 受講資格は特にありません。評定書（写し）・認定書（写し）を発行申請できる方は建築確認申請書

に記載する設計者に限定しています。 

 

WEB講習（e-ラーニング）の進め方 

4部構成でなる約120分の講習を受講後に終了考査を行い、正解率70％で合格となり受講修了とな

ります。受講時はマニュアルをご覧いただきながら聴講してください。考査もマニュアル閲覧可としま

す。4部＋考査を適宜、期限内に受講修了してください。 

受講修了されると受講修了者として木住協に登録し、修了証（カード）を発行いたします。 

 

開催日：  2021年06月20日～2021年06月30日 WEB ※申込締切2021年06月05日

  

定員：   80 名 

 

 

申込・問い合わせ先：  URL  https://www.mjkkoushuu.jp/seminar/detail/237 

 

講習会の内容に関して 

（一社）日本木造住宅産業協会 技術開発部 

TEL： ０３－５１１４－３０１２  FAX： ０３－５１１４－３０２０ 

  

お申し込み手続きに関して 

（一社）日本木造住宅産業協会 研修部 

TEL： ０３－５１１４－３０１６  FAX： ０３－５１１４－３０２０ 

◇木造軸組工法による

耐火建築物設計マニュア

ル講習会（2時間耐火構

造）（WEB） 

◆木造軸組工法による

高耐力耐力壁（木住協

仕様）マニュアル講習

（WEB） 

◇ 令和3年度「構造設計

一級建築士定期講習」 

◇  新設住宅着工統計

（令和3年3月分）   

◇  福岡県ゆとりある住

まいづくり協議会新規会

員募集 

◇モデル建物法による

コージェネレーション設備

の評価方法講習会（非住

宅編） 

◇住まいのトレンドWeb

セミナー 

◇防火設備検査員講習

【学科講習】 受講案内 

◇令和３年度ふくおか県

産材家づくり推進助成事

業 

種別 受講料（税込） 

会員（マニュアル代込） 3,300円 

非会員（マニュアル代込） 6,600円 

◇令和３年度「福岡県既

存住宅流通・多世代居住

リノベーション推進事業」 

https://www.mjkkoushuu.jp/seminar/detail/237


◆ 令和3年度「構造設計一級建築士定期講習」 

 

 
会場コード：  ＧＡ    講習日：  令和3年8月2日㈪  

会場：  福岡商工会議所４階会議室 （福岡市博多区博多駅前2-9-28 ） 

定員：  36名 

 

会場コード：  ＧＢ    講習日：  令和3年11月29日㈪  

会場：  福岡商工会議所４階会議室 （福岡市博多区博多駅前2-9-28 ） 

定員：  24名  

 

会場コード：  ＧＣ    講習日：  令和4年1月20日㈭  

会場：  福岡商工会議所４階会議室 （福岡市博多区博多駅前2-9-28）  

定員：  24名 

 
(1) 受付期間 ・・・各講習日の10日前まで(ただし、定員になり次第締め切ります。)  

(2) 受付場所・・・公益財団法人 建築技術教育普及センター本部  

 

受講手数料(テキスト代、消費税を含む。)  １６，５００円 

 

受講申込みに必要な書類 

(1) 受講申込書(受講申込書本票・整理票・電算票) 

平成30年度構造設計一級建築士定期講習を当センターで修了された方、並びに平成30年度構造設

計一級建築士講習を修了された方に対し、受講申込関係書類を令和3年3月末以降にお送りする予

定です。 

(2) 写真2枚  無帽･無背景･正面上3分身を写した証明写真(縦4.5cm×横3.5cm)で、受講申込締切

日を起算日として6ヶ月以内に撮影したもの。写真の裏面に希望する講習地、氏名を記入し、受講申

込書の所定の欄に貼付して下さい。 

(3) 振替払込受付証明書(お客さま用) 

所定の払込用紙を使用し、必ず窓口で個人別にゆうちょ銀行又は郵便局に納付し、その際発行され

る受付日付印のある｢振替払込受付証明書(お客さま用)｣を受講申込書の所定の欄に貼付して下さ

い。 

(4) 構造設計一級建築士証(カード)の写し(表面を2倍ほど拡大コピーしたもの) 

①構造設計一級建築士証を紛失等の理由で再交付手続き期間中の場合は、建築士証再交付申請

書の写しでも可とします。 

②構造設計一級建築士定期講習を当センターで過去に受講されたことのある方は、建築士証の写

しの提出を省略することができます。ただし、婚姻等の理由で前回受講時と氏名が異なる場合には、

氏名変更後の建築士証の写しを必ず提出して下さい。 

 

受講申込方法 

受講申込み：  受講申込書に必要事項を記入し、必要書類を添付のうえ、当センター指定の封筒を

使用し、簡易書留郵便により郵送して下さい。 

 

申込・詳細：  URL  http://www.jaeic.or.jp/koshuannai/teikikoshu/s1kteiki/s1kteiki-2021.html 

 

                  (公財)建築技術教育普及センター九州支部  

                        TEL  092(471)6310  

 

 

◇木造軸組工法に

よる耐火建築物設

計マニュアル講習会

（2時間耐火構造）

（WEB） 

◇木造軸組工法によ

る高耐力耐力壁（木住

協仕様）マニュアル講

習（WEB） 

◆ 令和3年度「構造設

計一級建築士定期講

習」 

◇  新設住宅着工統計

（令和3年3月分）   

◇福岡県ゆとりある住ま

いづくり協議会新規会員

募集  

◇モデル建物法による

コージェネレーション設備

の評価方法講習会（非住

宅編） 

◇ 住まいのトレンド

Webセミナー 

◇防火設備検査員講習

【学科講習】 受講案内 

◇令和３年度ふくおか県

産材家づくり推進助成事

業 

◇令和３年度「福岡県既

存住宅流通・多世代居住

リノベーション推進事業」 

http://www.jaeic.or.jp/koshuannai/teikikoshu/s1kteiki/s1kteiki-2021.html


◆ 令和３年度 ふくおか県産材家づくり推進助成事業 

 
 福岡県では県産木材を活用し、環境にやさしく耐久性にも優れ、新しい生活様式に対応する優良

な木造住宅の普及促進を図るため、県産木材の使用等一定の基準を満たした木造住宅を新築又は

購入する方に対して助成金を交付します。 

 

助成対象者 

 自ら居住するために、今後、福岡県内で県の定める建設基準に適合する住宅を新築又は購入す

る方   ※購入する住宅は、人の居住の用に供したことのない住宅に限ります。 

助成基準及び助成内容 

基本タイプ…助成額 ３０万円 

・長期優良住宅の普及の促進に関する法律第６条にもとづく認定を受けていること 

・一戸建ての木造軸組構造であること 

・使用する木材のうち７０パーセント以上を県内加工材とし、かつ県産木材を５立方メートル以上使用

すること （県産木材とは、福岡県産木材供給体制推進協議会の県産木材認証事業体又は福岡県

産木材供給連絡協議会が発行する証明書があるものを言います。） 

・耐震等級３を確保していること  

・高齢者配慮等級３を確保していること  

 

追加タイプ（基本タイプ申請が条件）…助成額 各タイプ２０万円以内（２タイプ以上申請の場合は３０

万円を限度額とする。） 

（１）県産木材振興型 

産木材１０立方メートル以上使用し、かつ、内装の木質化（見附面積１２平方メートル以上）を１室以

上行うこと。 

（２）環境配慮型 

省エネルギー設備として住宅全体に熱交換型換気システムを設置し、又は創エネルギー設備として

太陽光３ｋｗ以上若しくはエネファーム０．４ｋｗ以上を設置すること。 

（３）新しい生活様式型 

インターネットの利用が可能な環境を整備したリモートワーク専用のスペース（３平方メートル以上）

及び玄関付近の手洗い場を備えること。 

 

募集期限・受付期間 

募集期間： 令和３年２月２２日から１２月２８日まで 

認定通知または承認通知を受ける前に工事に着手（根切り工事または基礎杭打ち工事に着手した

時点）した場合、助成を受けることができません。 

交付申請は、竣工日（完了検査済証の日付または登記簿謄本の原因発生の日付）から１月が経過

した日または令和４年３月１５日のいずれか早い日までに行ってください。 

  ※募集枠に達した時点で終了しますが、その際はこのホームページでお知らせします。 

注意事項 

・注文住宅と建売住宅で手続きが異なります。 

・各手続きの書類は下記URLにある申請書類一覧をごらんいただき、（１）の申請書から順番に綴じ

て提出して下さい。 

・各手続きにおいて必要な図面、写真はチェックシート（様式Ａ）をご確認ください。 

・書類が不足、記載漏れ等がある場合は受付できません。 

・福岡県暴力団排除条例により、暴力団員等は本事業の助成対象者となることはできません。 

・現地検査に伺うことがございますので、ご協力お願いします。 

 

申込・問い合わせ先：  URL  https://www.pref.fukuoka.lg.jp/contents/kensanzaiiedukuri.html 

〒812-8577 福岡市博多区東公園7番7号  福岡県建築都市部 住宅計画課 民間住宅係 

TEL  092-643-3731 

◇木造軸組工法に

よる耐火建築物設

計マニュアル講習会

（2時間耐火構造）

（WEB） 

◇木造軸組工法によ

る高耐力耐力壁（木住

協仕様）マニュアル講

習（WEB） 

◇  令和3年度「構造

設計一級建築士定期

講習」 

◇  新設住宅着工統計

（令和3年3月分）   

◇福岡県ゆとりある住ま

いづくり協議会新規会員

募集  

◇モデル建物法による

コージェネレーション設備

の評価方法講習会（非住

宅編） 

◇住まいのトレンドWeb

セミナー 

◇防火設備検査員講習

【学科講習】 受講案内 

◆令和３年度ふくおか県

産材家づくり推進助成事

業 

◇令和３年度「福岡県既

存住宅流通・多世代居住

リノベーション推進事業」 

https://www.pref.fukuoka.lg.jp/contents/kensanzaiiedukuri.html


◆ 令和３年度「福岡県既存住宅流通・多世代居住リノベーション推進事業」 
 

 既存住宅購入後に若年世帯（注１）又は子育て世帯（注２）が行う子育て仕様へ対応するためのリノ

ベーション工事や親世帯と子世帯が近居・同居を行うためのリノベーション工事に併せ、「新しい生活

様式」へ対応するためのリノベーション工事を行う費用の一部を補助する「リノベーション推進事業補

助金」を開始します。 

 （注１） 若年世帯：配偶者（婚姻の予約者等を含む）との年齢の合計が80歳以下である世帯 

 （注２） 子育て世帯：同居者に18歳未満の者又は妊娠している者がいる世帯 

「福岡県既存住宅流通・多世代居住リノベーション推進事業」 詳細ホームページ（一般財団法人福

岡県建築住宅センター） http://www.fkjc.or.jp/kikaku/renove/hojo.html 

 

受付開始日：  令和３年３月２６日 金曜日 

事業目的： 既存住宅の流通を促進するとともに、若年世帯・子育て世帯に対して住宅取得に係る経

済的支援を行い、高齢者、子育て世帯等が共に安心して暮らすことができる多世代居住を促進する

ことを目的としています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注１） （１）、（２）の既存住宅は、既存住宅状況調査「住まいの健康診断」を実施していることが要件 

（注２） 子育て対応改修とは、居住性向上改修、長寿命化改修、省エネルギー改修、防犯性向上改修 

（注３） 新しい生活様式対応改修とは、住宅内にウイルスを持ち込まないための改修、住宅内の感染拡大を

防止する改修、リモートワークやオンライン授業に対応する改修 

（注４） 高齢化対応改修とは、バリアフリー対応改修 

 

適用期間： 令和３（2021）年度まで （予算が無くなり次第終了） 

補助戸数： 令和３年度は、70戸程度を予定 

 

申込・詳細： URL https://www.pref.fukuoka.lg.jp/contents/renove-hojo.html 

福岡県庁 住宅計画課 住環境整備係 Tel： 092-643-3734 Fax： 092-643-3737 

◇木造軸組工法に

よる耐火建築物設

計マニュアル講習会

（2時間耐火構造）

（WEB） 

◇木造軸組工法によ

る高耐力耐力壁（木住

協仕様）マニュアル講

習（WEB） 

◇  令和3年度「構造

設計一級建築士定期

講習」 

◇  新設住宅着工統計

（令和3年3月分）   

◇福岡県ゆとりある住ま

いづくり協議会新規会員

募集  

◇モデル建物法による

コージェネレーション設備

の評価方法講習会（非住

宅編） 

◇住まいのトレンドWeb

セミナー 

◇防火設備検査員講習

【学科講習】 受講案内 

◇令和３年度ふくおか県

産材家づくり推進助成事

業 

◆令和３年度「福岡県既

存住宅流通・多世代居

住リノベーション推進事

業」 

補助区分 補助対象工事 
補助率・限度額 

（必須工事） 

補助率・限度額

（任意工事） 

（１）流通型

子育てリノ

ベーション 

既存住宅（注１）購入後に、若年

世帯・子育て世帯が実施する、子

育て対応改修（注２）及び新しい

生活様式対応改修（注３）を併せ

て行う工事 

【子育て対応改修】 

補助率１/３ 限度額25万円 

【新しい生活様式対応改

修】 補助率１/３ 

 限度額15万円《合計最大

限度額40万円》 

─ 

（２）流通型

近居・同居リ

ノベーション 

既存住宅購入後に、若年世帯・子

育て世帯が親世帯との近居・同居

のために実施する、子育て対応改

修及び新しい生活様式対応改修を

併せて行う工事 

さらに高齢化対応改修（注４）工

事を行う場合は加算 

・近居は、親世帯居住地の市区町

村又は15キロメートルの範囲内 

【子育て対応改修】 

補助率１/３ 限度額25万円 

【新しい生活様式対応改

修】補助率１/３ 

 限度額15万円 

【高齢化対応改

修】 

補助額１/３ 

限度額15万円 

《合計最大限度額55万円》 

（３）持家型

同居リノベー

ション 

若年世帯・子育て世帯が、親世帯

の住宅に同居するために実施す

る、子育て対応改修及び新しい生

活様式対応改修を併せて行う工事 

【子育て対応改修】 

補助率１/３ 限度額25万円 

【新しい生活様式対応改

修】 補助率１/３ 

 限度額15万円《合計最大

限度額40万円》 

─ 

http://www.fkjc.or.jp/kikaku/renove/hojo.html
https://www.pref.fukuoka.lg.jp/contents/renove-hojo.html


◆ 福岡県ゆとりある住まいづくり協議会 新規会員募集  

 

 福岡県ゆとりある住まいづくり協議会は、県民の住まいに対する関心を

高め、良質な住宅の供給及び良好な住環境の整備を促進することによ

り、生活の豊かさを実感できるゆとりある住まいづくりの推進に寄与す

ることを目的に活動している協議会です。  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 会   長…福岡県知事  

 副会長…北九州市長、福岡市長、（一社）福岡県建設業協会会長 

 会員…行政、公共団体、建築工事業者、設備工事業者、識別工事業者、設計事務所など 
 

 

 

 

・活動内容、年会費等のお問い合わせ先 → E-mail sumaikyo-1952@fukuoka.email.ne.jp  

                             TEL ０９２－６４３－３７３１ 

・申込、詳細 → http://www.f-sumai.org/bosyu.html  

 

〒８１２－８５７７ 福岡市博多区東公園７－７  

福岡県建築都市部 住宅計画課内  

福岡県ゆとりある住まいづくり協議会  

 

 

◇木造軸組工法に

よる耐火建築物設

計マニュアル講習

会（2時間耐火構

造）（WEB） 

◇木造軸組工法に

よる高耐力耐力壁

（木住協仕様）マ

ニュアル講習

（WEB） 

◇ 令和3年度「構造設

計一級建築士定期講

習」 

◇  新設住宅着工統計

（令和3年3月分）   

◆福岡県ゆとりある住

まいづくり協議会新規

会員募集 

毎年、優秀な施工技術により成

果を治めた建築業者の表彰を

行っています。 

毎年、住宅や住環境に

関する先進事例等の現

地視察を行います。 

福岡県が発注する工事の入札情

報を、会員の方に随時メールで

お知らせしています。 

毎年、建築・住宅に

関する研修会、講演

会を開催していま

す。 

住宅関連等に関する説明会や技術講

習会、イベントなどの情報を毎月

メールマガジンにて配信し、ホーム

ページに「住まいの伝言版」を掲載

しております。 

住まいづくりに関する研修会

等への助成、１件あたり20万

円を上限に助成します。 

◇モデル建物法による

コージェネレーション設

備の評価方法講習会

（非住宅編） 

◇ 住まいのトレンド

Webセミナー  

◇防火設備検査員講

習【学科講習】 受講案

内 

◇令和３年度ふくおか

県産材家づくり推進助

成事業 

◇令和３年度「福岡県

既存住宅流通・多世代

居住リノベーション推進

事業」 

mailto:sumaikyo-1952@fukuoka.email.ne.jp
http://www.f-sumai.org/bosyu.html


 
 

 

 

◇木造軸組工法に

よる耐火建築物設

計マニュアル講習

会（2時間耐火構

造）（WEB） 

◇木造軸組工法による

高耐力耐力壁（木住協

仕様）マニュアル講習

（WEB） 

◇ 令和3年度「構造設

計一級建築士定期講

習」 

◆  新設住宅着工統計

（令和3年3月分）   

◇福岡県ゆとりある住ま

いづくり協議会新規会

員募集  

◇モデル建物法による

コージェネレーション設

備の評価方法講習会

（非住宅編） 

◇住まいのトレンドWeb

セミナー 

◇防火設備検査員講習

【学科講習】 受講案内 

◇令和３年度ふくおか県

産材家づくり推進助成

事業 

◇令和３年度「福岡県既

存住宅流通・多世代居

住リノベーション推進事

業」 

新設住宅着工戸数（令和３年３月分） 

令和3年3月の新設住宅着工戸数 

福岡県の3月の住宅着工戸数は3,150戸で、前年度同月の戸数を 

21.5％上回りました。 

 利用関係別では、持ち家系(持家と分譲住宅を足したもの)は 

1,519戸、前年度比で2.0％上回りました。貸家系(貸家と給与住宅を

足したもの)は1,631戸、前年度比で47.7％上回りました。 

 また、全国の3月の住宅着工戸数は71,787戸で、前年度同月の戸数

を1.5％上回りました。 

 利用関係別では、持家系では44,164戸、前年度比で1.4％上回りま

した。貸家系では27,623戸、前年度比で1.6％上回りました。 




